
令和２年度使用西多摩地区町村立小学校教科用図書 選定教科書とその理由 
西多摩地区町村立小学校教科用図書採択協議会  

 国 語：国語（光村図書出版） 国 語：書 写（光村図書出版） 

内  容 

◯ 巻頭に国語学習の進め方が示されている。 

○ 単元末等に関連図書が掲載されている。 

○ 巻頭に「話す・聞く」が配置されている。 

○ 学習題材の内容区分が、「書く」、「言葉」、「読む」、「話す・聞く」の領域と「情報」が示されている。 

◯ 文学的文章や説明的な文章の単元で、学習用語や読みの観点、言語活動が示されている。 

 

○ 書く姿勢では、ポイントが明示されている。鉛筆の持ち方についての確認も繰り返しある。 

○ 日常でどのように生かすことができるか資料を載せている。 

○ 毛筆の入門期では、観点別に丁寧に分かりやすく説明している。 

構成・分量 

○ 第５・６学年は、年間通じて１冊になっている。その他の学年は、上下２冊である。 

○ 付録として、この本で学習したまとめや各学年での学習に活用できる内容や、文学的文章や説明的文章

を掲載している。（内容も詳しく、またページ数も多い） 

○ 第２学年以上のそれぞれの単元ごとに、見通しをもたせるために、「とらえよう」「ふかめよう」「まとめ

よう」「ひろげよう」として、それぞれの学習する単元の学習の流れと問いが記載されている。 

○ 第３学年以上の初めての説明文の学習では、始めに練習として短い説明文の学習があり、その後に長い

説明文の学習が配列されている。 

○ ４月の学習は、「ことばのじゅんびうんどう」として、対話的な学習を入れている。（第２学年以上） 

○ 第１学年の巻末には水書用紙が付いている。 

○ 学習の進め方は、「考えよう」「たしかめよう」「生かそう」になっている。 

○ 巻末に、その学年で学んだことが1ページでまとめられている。 

○ 生活に生かすという内容として、手紙、連絡帳、ノート、リーフレット、短歌、新聞、ポスター、古文、

原稿用紙、英語、招待状の書き方が載っている。 

○ 第３学年では、書写の「たしかめようシール」が付いている。 

○ 第６学年では、「書写ブック」として、今までに習ったことを日常の中に生かすというページがある。 

（横書き、原稿用紙、手紙、はがき、新聞、ポスター） 

 

表記・表現 

◯ 話すこと・聞くこと、書くことの単元では、学習の進め方が示され、活動のステップごとに文章例やメ

モの例が記載されている。 

○ 第１学年の教科書「おおきくなった」では、観察の観点が示されている。 

○ 姿勢、筆記具の持ち方が学習習慣として定着するよう、児童に親しまれやすい合言葉が載っている。 

○ 第２学年以上の教科書では、学習のポイントが一目で分かりやすい「たいせつ」が設定されている。 

○ 姿勢、筆記具の持ち方が学習習慣として定着するよう、覚えやすい表現の「書写体操」が載っている。 

○ Ｂ５判である。 

使用上の便宜 

○ 第１学年～第４学年が分冊になっていて第５・６学年は１冊にまとめられている。 

○ 目次に「読む、話す・聞く、書く」といった学習の観点が色分けして書かれている。 

◯ 巻末の漢字の特集欄には、既習漢字の後に、該当学年の新出漢字が記載されている。 

○ 全学年の巻頭に、学年ごとの「付けたい力」についての記載がある。 

◯ 読み物単元では、単元のめあてや内容が１ページ使って、初めのページに書かれている。 

○ 教科書の中に出てくる印（マーク）についての説明が表紙の裏に約半ページ記載されている。 

◯ 名前を記入する枠が４社の中で一番大きい。 

○ 教科書の補助資料としてＱＲコードが載っている。 

 

○ 教科書の裏表紙に、保護者に向けて教科書のポイントが書かれている。 

○ 第１学年では、２ページを使って簡単な書写体操が絵付きで記載されている。 

○ 第３学年から第６学年で、「学習の進め方」「筆の持ち方や姿勢」について記載がある 

○ 第２学年では、文字を書き込めるページがたくさんある。 

○ 教科書の中にＱＲコードがあり、学習の助けとなる資料が載っている。 

 


